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子どもの育ちを物語る記録様式の開発に向けた実践的研究
－保育者の協働性を紡ぎ出す仕組みづくりの一助として－
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A Support System with the Collaboration-related breeding
of the Early Childhood Educator
Nobuki  Nasu １）      Mika  Yamamoto ２）
（2010年11月26日受理）
１．研究の目的
　 イ タ リ ア の レ ッ ジ ョ・ エ ミ リ ア に お け る
Documentation の手法やニュージーランドにおけ
る Learning Story の手法、あるいは鯨岡（2007・
2009）らが展開するエピソード記録の手法等にみ
られるように、保育実践の場における「記録」のも
つ意義や価値は計り知れない。
　保育実践の場における「記録」という行為の諸相
については、図１に示されるように、おおよそ４つ
の位相への類型化の可能性が指摘されている（那
須、2010）。また、秋田ら（2001）の研究によれ
ば、保育者はその利用目的や経験、あるいは園文化
としての inscription の実態に即して、様々な位相
に存在する記録方法を意図的、無意図的に使用しな
がら保育の言語化（図解や記号等によるイメージ化
も含む）を試みていることが明らかにされている。
　さて、A 幼稚園においては、これまでも「反省的
実践家」としての保育者の専門性を構築していくた
めに、日々の保育実践における記録方法に工夫を加
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【図１】保育実践の場における代表的な「記録物」の類型イメージ（那須、2010）
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え、日常保育の質向上に資する記録様式（保育日誌
や実習生の実習日誌）の開発や問題解決型思考法
に関するスキル等の獲得に努められている。また、
今般 OECD による我が国の幼児教育・保育関連施
策に対する勧告（2010.6）においても指摘されて
いる「初等教育へのスムーズな移行」１を実現すべ
く、幼稚園－小学校の両者にとって互恵的な存在に
なりうる「幼稚園幼児指導要録」作成のあり方につ
いても検討が加えられている２。
　今回の研究では、子どもたちの “育ち” や “学び”
の契機が内在する日常的な園生活を記録していく
上で、比較的簡易な方法で記録が行え、その記録を
活用できる様式の開発を主たる目的に位置づけてい
る。また、共通の記録様式を共有し活用することで
保育者間の協働性を紡ぎ出しながら、記録するとい
う行為に保育者自身がより自覚的になることの意義
について考察を加えていくことを目的とする。
２．方法
　A 幼稚園における預かり保育場面において、①対
象期間：2009年９月～2010年３月、②対象児：３
～５歳、③１回の預かり保育の受入れ人数：20名
程度、④保育時間：14：30～17：00（午前中保育
日は11：30～17：00）の条件のもと、共同研究者
である Y 教諭による参与観察により、簡単なエピ
ソード記録を実施した。その後、まず筆者らにより
考察を加え、さらにその記録と考察内容について A
幼稚園全保育者間で共有する時間を確保し、討議を
行った。
３．記録様式開発の経緯と具体的内容
　保育実践の場に身を置く保育者は、日々の保育実
践を展開していく中で、個々の子どもの育ちをより
具体的に把握することと、その一方で集団として
の育ちについても把握していかなければならない
という状況の中で、保育者としての「倫理的ジレン
マ」３を抱えやすい存在であることが指摘されてい
る。このことは、記録するという行為においても影
響をもたらすものとして存在するが、その専門性の
中心的要素とされる「判断力」を不断に問われ続け
る保育者にとって、記録するという行為を極めてい
くことは日常保育を創造性の高い営みへと昇華させ
ていく重要な原動力ともなりうるものである。
　実際、新しい個別記録様式の試案開発前までの協
議の中で、Y 教諭自身の記録においても「子どもた
ち全体を対象とする記録の中に、その日の大まかな
活動内容や集団としての育ち、個人の記録といくつ
かの視点を定めて書いても、一人ひとりの育ちを
しっかりと捉えたものにはなり得なかった」とする
指摘が存在する。
　こうした点を踏まえながら、A 幼稚園オリジナル
の個別記録様式開発の基本テーマを、これまでの子
どもたち全体を対象にまんべんなく把握しようとす
る全体的記録手法から、子ども一人ひとりの育ちや
学びを対象とした個別的記録手法に重点を置く記録
様式の開発へとシフトし、「倫理的ジレンマ」を抱
えながらも個々の子どもの育ちゆく姿を捉えること
の意義や保育者としての専門性についてさらに考察
を加えていくこととした。
　そこで新たに開発した個別記録様式の試案は、資
料１～３に示すように『Ａ．子どもの姿』『Ｂ．５
領域から見た育ち』『Ｃ．考察』『Ｄ．次に向けて』
の４点を重視した、子ども一人ひとりの育ちや学び
の軌跡を言語化していくための配慮が施された記録
様式となった。
　第１に、『Ａ．子どもの姿』を記入する欄につい
ては、これまで保育の記録をとる際、子どもの実際
の姿と保育者の考えや思いが混在してしまい、内容
が不明瞭になることが多かったことから、事実と考
察を意識的に書き分けることが可能な様式にした。
第２に、『Ｂ．５領域から見た育ち』を記入する欄
については、科学的根拠に基づく子どもの “育ち”
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¹　　2010年6月、OECD による日本政府への勧告「包括的な子ども政策に向けて：OECD 諸国の潮流と日本の改革へ示唆
するもの」による。子どもの育ちや学びの連続性を意識した初等教育へのスムーズな移行の問題に関連して、「記録」
ベースの保幼小連携の必要性が重視されてきている。
²　　幼稚園関係者による職能団体等において、保育実践の記録や「幼稚園幼児指導要録」の書き方に関する研修等も開
催されるようになってきている。F 市私立幼稚園連盟の場合、「小学校との連携と指導要録の書き方」と題する講演会
（2010.9.2）や演習形式による研修（2010.11.2）が行われている
³　　NAEYC（全米幼児教育協会）は、NAECTE（全米保育者養成協議会）と ACCESS（全米準学士保育者協会）との共同
により、「NAEYC 倫理規定（Code of Ethical Conduct：Supplement for Early Childhood Adult Educators）」を策定。保
育者養成校教員の倫理性として、ここでいう保育実践者の抱える「倫理的ジレンマ」を共有しなければならないとする
倫理性について指摘している。藤川いづみ「全米幼児教育協会の倫理規定に関する研究（2）―保育者養成教員の倫理
―」和泉短期大学研究紀要、第27号、2006参照。
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や “学び” を記録していくことが可能となるよう
に、幼稚園教育要領の５領域に示されるねらいと内
容をより意識的に記録していくための配慮を施し
た。具体的には、記載項目の中に意図的に５つの領
域名それぞれを示し、また A 欄右側には、とりわ
け当該児の育ちや学びの実際において大きな変化や
特筆すべき状況が生まれた際に○印でチェックを入
れるための欄を設けた。これにより保育者は、領域
別のより焦点化した内容の記載が可能となった。
　第３に、『Ｃ．考察』を記入する欄には、A 欄・B
欄の記載内容を踏まえ、総合的な視点からの考察を
加えることが可能となるようにし、当該児への理解
を深めていくためのきっかけや手がかりをつかむ欄
として設けた。
　第４に、『Ｄ．次に向けて』であるが、C 欄で明
らかになったことを踏まえながら、次の育ちや学び
への手がかりを明文化していくことで、全保育者に
よる協働性を基盤としたより意識的な取組みに結び
つく環境構成への配慮や留意事項を記載する欄とし
て設けた。
４．結果と考察
　今回の報告では、記録と考察内容について A 幼
稚園全保育者間で共有しつつ、討議を行っていく中
で明らかになってきた、子どもの育ちを物語りなが
ら、保育者間の協働性を紡ぎ出していく上で重要だ
と考えられるポイントを指摘したい。
　まず、討議場面において「事実のみを書くこと、
その事実を具体的に書くことでこれまでの記録より
も、“個” の育ちゆく姿が明確に表現できるように
なってきた。また、子どもの行動や言葉を具体的に
書いていくことで、その背景にあるきっかけや子ど
もの思いが見えてくるようになった。」との意見が
提示された。さらに、『Ｄ．次に向けて』において
表されるように、その育ちゆく姿と共に「次の課題
や環境構成への配慮も具体性や計画性が増した」こ
とが指摘された。
　例えば、巻末の資料１においては、対象となる K
児の姿は異年齢の友だちとのかかわりの中で認めら
れたものであり、これが同年齢の友だちとのかかわ
りになるとどのような姿になるのか、また、今回は
「オセロ」というゲームの中で成り立っているが、
ルールのある別の遊びの中でどのような姿を見せる
のかなど、多面的かつ複眼的な子ども理解の視点か
らその子の姿に応じた課題や配慮が導き出されてく
るのではないかとの意見が提示された。
　資料２においては、同年齢の友だちと共に年下の
友だちも「かくれんぼ」の中に入っていたことが
きっかけで遊びが継続していることが理解できる。
ここでは、保育者側の配慮として、試行錯誤しなが
ら遊びを展開している R 児ら年長児が、もっとリー
ダーシップが取れるような状況を遊びの中に意図的
につくりだしていくことなどが必要ではないかとの
意見が提示された。
　また、資料３においては、「かるた」をきっかけ
に友だちとのかかわりを求め、葛藤しながらも自分
の思いを伝えることができた H 児の経験が自らの
自信となるように配慮していきながら、友だちとの
かかわりと共に遊びの幅を拡げていくきっかけを見
出すことが今後の課題ではないかとの意見が提示さ
れた。
　次に、言語化されたその “育ち” は、「５領域」
の存在をより自覚化していくために各領域名を様式
の一部として意図的に記載しておいたことで、「５
領域」に示される「ねらい及び内容」を意識した
子ども理解の重要性を再確認する点にもつながって
いる。つまり、A 幼稚園における預かり保育は異年
齢での保育であるため、俯瞰的に見つめれば「人間
関係」の育ちは明らかであるが、当然のことながら
「それ以外の領域」の育ちも同時に生まれているこ
とが可視化できるようになるといった具合である。
　例えば、資料１においては、オセロのコマ数とい
う数量の変化に気付いている点は、「環境」の面か
らの育ち、相手の言葉に耳をかたむけたり、相手の
気持ちを受け止めながら自分の気持ちを伝えている
点では「言葉」の面での育ちが生まれていると考え
られる。資料３においても、友だちと一緒に遊びた
いという気持ちを葛藤しながらも自分の言葉で周囲
の友だちに伝えようとしている点で、「言葉」の面
での育ちが生まれていることも可視化できるように
なったという具合である。
　最後に、「“個” の育ちを捉えることは、当然のこ
とながら “集団” の育ちを捉えることにもつながる
ことを再認識するに至った」という指摘が認められ
た。資料２や資料３において指摘されているよう
に、一人の子どもの記録の中にも、その子とかか
わった子どもがおり、それぞれの育ちと共にかかわ
りの中での集団としての “育ち” が生まれている。
このように、“個” を中心とした記録を継続的に実
施しながら、子どもの育ちや学びに関するデータを
蓄積していくことで、課題も含めて子ども一人ひと
りの “育ち” や “学び” を物語ることができるよう
になるのではないかと考えられる。また、こうした
子どもの育ちや学びの姿を同僚である全保育者で共
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有し、討議していく過程の中で、幼稚園や保育園に
おける協働的・組織的保育の可能性も具現性を帯び
た現実的な取組みとして展開できるようになるもの
と考えられる。
５．まとめと今後の課題
　今回の研究において、記録による子どもの育ちを
捉えることの意義について再考したことで、一人ひ
とりの “育ち” や “学び” の契機を記録し言語化し
ていくことの重要性を再確認するに至った。併せ
て、個々の子どもの育ちを把握することと同時に集
団としての育ちも把握していかなければならない状
況において生まれる保育者としての「倫理的ジレン
マ」は、新様式開発に向けてのコミュニケーション
を通して、自分だけの課題ではなく同僚の保育者も
同様に抱える課題であることに共感的に気づける場
と時間の共有をもたらすに至った。
　今回、その「倫理的ジレンマ」をより積極的に共
有していくためにも園内研修等を設け、口頭による
意見交換だけでなく、それぞれが試行錯誤しながら
記録している具体的な内容をもとに議論する場を
作った。お互いの良いところや課題を議論し、共有
しながら実践に移す。そして、その実践をもとに討
議を行う。その協働性深化のための PDCA サイクル
モデルをベースとしたプロセスの中に、保育者の協
働性や同僚性が少しずつ紡ぎ出されてくることが確
認できた（図２参照）。また、保育者としての『資
質向上研修俯瞰図』（全日本私立幼稚園幼児教育研
究機構）中の項目にもあるように、「記録する」こ
との認識の段階性（取る－利用する－生かす）を保
育者自身が自らのキャリアの成熟と共に意識し続け
ていくことは、必要に応じて様々な記録様式の開発
をしていく上で有効になると考えられる。
　しかしながら一方で、記録を作成する保育者個人
の経験年数や力量の差からくる問題や課題も存在す
ることが明らかになった。記録を作成し始める前提
条件としての専門的な知識、パーソナルコンピュー
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【図２】　記録様式（共有媒体）の開発による PDCA サイクルモデルを意識した
保育者の協働性を紡ぎ出すプロセスイメージ図（那須・山本、2010）
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タやデジタルカメラを駆使した表現方法に関するス
キル獲得のための研修等の必要性が指摘できる。さ
らに、保育者としての「倫理的ジレンマ」を共有し
たり、日常的な保育に関する情報交換や意見交換の
場が設定できるかどうかは、その園の園長や主任な
ど管理職の意識次第であり、保育者の協働性を紡ぎ
だしていく上で重要な要因となることへの関心を高
めていく取組みもまた必要であることを指摘してお
きたい。
　最後に、A 幼稚園では筆者らを含め、全保育者に
よる共同研究のもと、今回の実践で使用した様式を
さらにブラッシュアップした新しい個別記録様式の
開発に取り組んだ（巻末の資料４参照）。記入する
項目等について大きな変更はないものの、写真やイ
ラストによる記録を挿入できるように、実際の子ど
もの姿を記入する欄を大幅に拡大した。また、D 欄
にあたる「次に向けて」の項目については、「育ち
や学びの芽を育むために」の文言を補助的に挿入
し、保育者による記録の焦点化を意識できるような
配慮をした。
　新様式については、2010年９月より実施されて
いる A 幼稚園全園児を対象とした個別ポートフォー
リオ作成の一環として活用されており、各保育者の
創意工夫のもとそれぞれ異なる表現方法をもって子
どもの育ちや学びの実態についての記録が開始され
ている。また、その記録内容を保護者にも開示し、
共有してもらうことで、子どもの育ちについて家庭
との連携を重視した保育の展開が図られている。
　子どもたちの育ちを支えるとともに、保育者とし
ての育ちも支えることができるよう、保育者間ある
いは保育の当事者間（保育者－子ども－保護者）の
協働性を紡ぎ出す仕組み作りの一助としての記録様
式開発を、今後も継続して行っていきたい。
　なお、本研究は、平成22年度科学研究費補助金
（基盤研究Ｃ課題番号22530899）による『組織的
な保育力向上をめざす保育者研修の開発に関する研
究』の一部である。
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事例 ＜なかなかやるね～＞ Name ：K（年中児） Date  ：2009.12.3
Ａ． 子どもの姿
健康
人間
関係
○ 
環境 ○ 
言葉 ○ 
表現
Y が「おせろがしたい。」と言った。保育者と 2 人でしているところへ、K が「ぼくもおせろし
たい。」とやって来る。「K ちゃん、オセロしたことある？」と尋ねると「あるよ。」と言った。
「それなら、Y くんと一緒にやってみたら？」と声をかけたことから Y vs K のオセロゲームが
始まった。4 回ほど進むと、Y が挟めない箇所にコマを置く。すると「あっ、そこはちがうね～。」
と言う K。しばらくたってから「K がおしえてあげようか？」と言い、Y に教える。今度は自分の
番になり、コマを返すことができ喜んでいた。しばらく進めていると、今度は Y が横 3 つのコマを
返し「ぼく、すごいでしょ！」と言った。「あ～っ、なかなかやるね～。」笑顔で言った K は、今
度は 1 つではなく 3 つ返せる場所を選んで返す。
Ｂ．5 領域から見た育ち
人間関係・・年少児とのかかわりの中で、相手の間違いに気付いてもそれを指摘するのではなく、相手が考えるこ
とができるように待ち、その上で教えようとするなど思いやりの気持ちと共に、年少児ということを
自分なりに受け止めて接することができている。また、年少児が 3 つコマを返せたことをまずは受け
止め、そのよさを認めた上で今度は自分の中に取り入れて行動することができている。
環境・・・・オセロのコマを返す際に数を数えることもあり、数に対する基本的な概念は認められる。この事例の
中では、より多くコマを返すという数量の変化に気付いている。
言葉・・・・多くの言葉を使っているわけではないが、年少児の言葉にしっかりと耳を傾け、その言葉を受けて相
手に言葉を伝えることができている。
Ｃ．考 察
2 人とも自分のコマで相手のコマを挟んで返すということは理解していたが、斜め方向のコマを返すことに関し
ては、両者ともすぐには見つけられなかった。しかし、横で見ていた S が「ここ」と言って教えると斜め方向も意
識しはじめた。K は、しばらくは 1 つ返せるところばかりを選んでいた。勝負にこだわるよりも Y と一緒に楽しん
でいるようで、年少児の姿や言葉を自分なりに受け止めてかかわっていることが会話からも伺える。「なかなかや
るね」と 3 つ返すことができた Y の姿を受け止めると共に、「すごいでしょ！」と言われたことから、できるだけ
多く返せる箇所を選択するようになった。また、Y にとっては K の「なかなかやるね～」というひと言に認められ
た喜びを感じたのではないかと思われる。
Ｄ．次に向けて
年少児とのかかわりで、K の持っている優しさや思いやりが言葉や行動に表れている。年少児に寄り添った姿で
あるが、今後それがどのように遊びの中で出てくるのか見ていきたい。今回は異年齢の友達とのかかわりでの姿で
あったが、同年齢の友達とオセロをしていく際に相手の姿を今回のように受け止めることができるのかを見ながら、
ルールや作戦などを考えながら遊びに取り入れていけるように援助していきたい。
【資料】１
那　須　信　樹・山　本　美　香
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事例 ＜どこかなあ～＞ Name ：Ｒ（年長児） Date  ：2009.9.17
Ａ． 子どもの姿
健康
人間
関係
○ 
環境
言葉
表現
K が、作りかけのゴムとびを持ってきたことから、K と H1 は続きを作り、出来上がってからた
んぽぽ組でゴムとびを始めた。おやつのため一旦やめるが、おやつ後再び遊び始め、その中に「な
かまにいれて！」と A、H2（年中）、S（年中）が入ってきた。R も入り、ピアノの椅子やホワイト
ボードのねじにゴムを固定し自分達で高さに変化を加えながら遊ぶ。しばらくすると、R が「ねえ、
かくれんぼしよう。」と言い出し、H1 の「いいよ！」でかくれんぼが始まった。「かぞえるよ。1･2･
3･･･」と R。その間に、K、H1 はダンボールの中、H2（年中）はピアノの椅子の下、S（年中）、A
はロッカーの中に隠れる。「もういいかい？」「もういいよ」という掛け合いの後、いよいよ R が探
し始めた。「あれ？ どこかな？」そういいながら保育室を歩きまわる。そして、「み～つけた！」
と K、H1 を発見。ピアノの近くに行って S（年中）がいるロッカーの近くを通るも、「どこかな～」
と言いながら歩き「A くんみつけた！」と A を発見。そしてその後、ようやく「みつけた！」と
H2、S（共に年中）を発見する。
Ｂ．5 領域から見た育ち
人間関係・・できるだけゴムを持たず、自分達がたくさんとべるようにと、R 含め年長児 3 人が試行錯誤しながら
方法を見出そうとしている。また、その中でゴムの高さに変化を加え、高く飛ぶことの面白さを感じ
たり挑戦しようとする姿が出てきている。相手の意見も聞きながら、自分の意見を伝えようとしてい
た。かくれんぼで自ら鬼になった R は、ルールに沿って遊ぶことができた。見つける際、年中児を見
つけるが素通りして敢えて年長から見つけるなど、年下の友だちに対する思いやりの気持ちが表れて
いる。
Ｃ．考 察
 ゴムとびに関しては、誰かがゴムを持つということよりも、できるだけ自分も飛びたいという気持ちでいること
が伺える。しかし、その中でも 3 人でどうすればよいかを考え、言い合い、行動に移すということを自分たちで行
っていたように思う。我が通らなかった際に、怒ったりすることもある R であるが、今日は自然とリーダーシップ
を取れるような遊びの展開になっていたため、友達が言っていることや話をしていることにも耳を傾けることがで
きていたように思われる。
 かくれんぼであれば、普通はどんどん見つけていくものでるが、R は年下の友達が最後に見つかるように考えな
がら遊んでいることが伺える。この R の姿は、年中児の H2 と S にとって、かくれんぼのドキドキする気持ちを持
たせたり、また楽しみながら年長児の姿を見て遊ぶことにつながっているのではないかと思われる。
Ｄ．次に向けて
場面によっては、我を通してしまうことがある R だが、今日はそれが全くなかった。また、かくれんぼに熱中し
て遊んでいた。遊びの内容や友達の状況などによって遊びにが継続しにくい R にとっては、今日の姿は熱中してい
る姿と言える。同じ学年の友達と共に、年下の友達がいたことも継続のきっかけになっていると思われる。今後は、
同年齢のかかわりのなかで、R がリーダーシップを取れるような状況を配慮しながら自信を持って遊びに取り組め
るようにしていきたい。
【資料】２
子どもの育ちを物語る記録様式の開発に向けた実践的研究－保育者の協働性を紡ぎ出す仕組みづくりの一助として－
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事例 ＜だれか いっしょにしよう!!＞   Name Ｈ（年少児） Date  ：2010.1.27
Ａ． 子どもの姿
健康
人間
関係
○ 
環境
言葉 ○ 
表現
「せんせい、H ちゃん かるたがしたい。」と言うので、「いいよ。もってきてごらん。」と返すと
自分で持ってきた。「箱から出して並べよう。」と一緒に準備をする。「せんせい、よんでね。」と言
うと、しばらく黙ったまま。そして「ひとりじゃ つまらない。」とつぶやき、その後「だれかいっ
しょにしよう！」と言う。誰も反応しない。「ねえ、だれか いっしょにかるたしよう！」と再びチ
ャレンジ。「いいよ～。」と M1・S・M2 が集まってきた。
Ｂ．5 領域から見た育ち
人間関係・・保育者は一緒にいるものの、カルタを一緒にする友達がいない状況に気付き、「ひとりじゃ つまら
ない。」という言葉に保育者とのかかわりを求めているのではなく、友達と一緒に遊びたいという気
持ちが表れている。
言葉・・・・友達と一緒にカルタをしたいという気持ちを、「ねえ、だれか いっしょにかるたしよう!!」と 2 度も
必死に伝えることができた。
Ｃ．考 察
 普段は、自分がしたいことに黙々と取り組むことが多い H であるが、今日は友達と一緒にするカルタに珍しく興
味を持った。保育者を誘ったところまでは良かったが、読み手を頼んだ後、自分しか取る人がいないことに気付い
た。黙っている間に、きっと H なりに声をかけようかどうしようかという気持ちの葛藤があったと思う。しかし、
自ら周囲の友達に 1 度のみならず 2 度も声をかけ伝えようとする姿があった。また、普段は姉や知っている友達な
ど安心してかかわることができる友達に声をかけることが多い H が、全体に声をかけたことも大きな一歩である。
思いを伝え、伝わる喜びを感じることができたのではないかと思われる。
Ｄ．次に向けて
思いを伝えれば伝わるという経験は、H にとって嬉しさもあり、ひとつ乗り越えた瞬間だったように思う。この
経験は自信となってくると思われるので、どのような形で活きてくるのかを見ていきたい。また、一人で黙々と遊
ぶことが多かった点を考えると、友達とのかかわりを H 自身が求め始めていることで、遊びの幅の広がりにもつな
がっていくのではないだろうか。H が選択していく姿をまずは受け止めながらも、様子を見てきっかけを与えてい
きたいと思う。
【資料】３
那　須　信　樹・山　本　美　香
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Name Date
Ａ．現時点までの子どもの姿
領域
特
記
Ｂ．子どもの姿
①
健
康
②
人
間
関
係
③
環
境
④
言
葉
⑤
表
現
【資料】４－１　園児「個別記録」様式のサンプル
子どもの育ちを物語る記録様式の開発に向けた実践的研究－保育者の協働性を紡ぎ出す仕組みづくりの一助として－
92
※前ページ「Ｂ．子どもの姿」からの続き
Ｃ．5 領域から見た育ちや学びの姿
Ｄ．考 察
Ｅ．次に向けて（育ちや学びの芽を育むために）
【資料】４－２
那　須　信　樹・山　本　美　香
